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吃音の研究

• 臨床疫学

• リハビリテー
ション科学

• 心理統計学 etc

総合的（学際的）領域

吃音の治療 吃音の支援 吃音の原因論探求吃音の評価

• 社会心理学

• 社会科学

• 特別支援教育学

• 教育学 etc

• 医学

• 言語聴覚療法

• 臨床心理学

• 発達心理学 etc

• 認知神経科学

• 実験心理学

• 理論言語学

• 応用言語学

• 音響心理学

• 精神物理学 etc，

吃音の研究 流暢性障害の研究

クラタリングの研究
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研究の流れ

• 研究の着想

• 研究の実施

• 結果の分析

• 成果発表

3

1～9ヵ月

1～3ヵ月

7～15ヵ月

7～14ヵ月

（本日紹介する研究）
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研究法

•１．観察法 ・・・ （例）自由会話の分析

•２．調査法 ・・・ （例）尺度開発

•３．実験法 ・・・ （例）文理解の実験，DAFの実験

•（臨床研究）

•（二次研究）
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１．観察法
• e.g.,自由発話の分析

5

• 吃音生起に関わる言語心理学的要因は？

• 対象 吃音が主訴で教育相談に来室した幼児
10名（平均年齢5y9m, 範囲3y2m-
6y11m)

• 母子遊び場面から約20分の発話サンプルを
収集

• 文節あるいは単語単位で対象者ごとに集計
を行い，吃音の出現有無で統計的検定を実施

Iimura, D., Takahashi, S., Fukazawa, N., Morita, N., Oe, T., & 
Miyamoto, S. (2023). Effect of linguistic factors on the occurrence 
of stuttering-like disfluency among Japanese-speaking preschool 
children who stutter. Clinical Linguistics & Phonetics, 37(1), 1-16.

研究の着想

研究の実施

結果の分析
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１．調査法（評定法）

•例えば
• 実態調査・社会調査（質問紙調査）

• 心理物理学的測定

• 尺度開発（心理尺度法）

6
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２．尺度開発（心理尺度法）

7

研究の着想  2020/06-2020/10 
研究の実施 2020/11-2020/12
結果の分析  2021/01-2021/06
成果発表    2021/11-2022/06  ->2022/09公開
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吃音のセルフスティグマ尺度（4S）の日本語短縮版の開発

• Self-Stigma of Stuttering Scale（4S）の原案（Bolye, 2013）を日本語
に翻訳・バックトランスレーション

• 成人吃音者123名を対象に無記名のWeb調査を実施

• 因子分析により尺度短縮版を作成

• 信頼性（内的一貫性や再テスト信頼性）・妥当性（構成概念的妥当性）に
ついて検証
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Iimura, D., Koyama, Y., Kondo, H., Toyomura, A., & Boyle, M. (2022). Development of a short Japanese 
version of the Self-Stigma of Stuttering Scale (4S-J-16): Translation and evaluation of validity and 
reliability. Journal of Fluency Disorders, 73, 105917.

研究の着想

研究の実施

結果の分析
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３．実験法

• 行動実験（behavior)
• 厳密な統制条件の下である要因（心理的要因など）が対象者の変化に
与える影響を調べる

• 心理物理学的測定

• 従属変数：吃音頻度，生体反応，認知的反応（反応時間など）・・・
など

• 脳機能計測
• fMRI，NIRS，EEGなど
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行動実験
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研究の着想  2013/04-2013/10 
研究の実施 2013/10-2013/12
結果の分析  2013/12-2014/08
成果発表    2015/01-2016/02  ->2016/03公開
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吃音のある人は発話時の自身の発話内容に適切に注意が向けられ
ているか？

• 吃音のある成人・吃音のない成人各11名に対して，以下の4条件下で約200
文字の文章を音読しその文章の内容を問う設問（３択問題）に回答を求め
た

• 音読・マスキングあり

• 音読・マスキングなし

• 黙読・マスキングあり

• 黙読・マスキングなし

• 各条件で問題の正答率，音読時の吃音頻度を算出

12

研究の着想

研究の実施

結果の分析

Iimura, D., Uehara, S., Yamamoto, S., Aihara, T., & Kushiro, K. (2016). Does excessive attention to 
speech contribute in stuttering?: A preliminary study with a reading comprehension task. Perspectives of 
the ASHA Special Interest Groups, 1(4), 5-15.
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①注視点（5秒）

②読み方の指示（4秒）

④設問と選択肢（15秒）

③読む文章（キー押して次のスライドへ）

⑤回答(6秒）
キー押しで回答

半分の試行で
ヘッドフォンから  
ノイズ呈示
（マスキングあり条件） 行

試
1

実験方法-1試行の流れ-

◼ 1ブロック8試行(4条件×2試行)×4ブロック 合計32試行

◼ 問題の順番、条件の順番は被験者ごとにランダム
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吃音群(n=10)

正
答
率(

％)

非吃音群
要因の主効果、交互作用なし
(p<0.05)

吃音群
マスキング要因の主効果

(F(1,9)=9, p<0.05)

2要因の交互作用
(F(1,9)=6.6, p<0.05)

**  p<0.01
*     p<0.05

下位検定の結果
左図の２条件間で有意差
(Shaffer法による補正)

**
*

Error Bar: S.E.

非吃音群(n=11)

正
答
率(

％)

マスキングあり マスキングなし

マスキングあり マスキングなし

音読
黙読

音読
黙読
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行動実験
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研究の着想  2013/03-2013/11 
研究の実施 2013/11-2014/01
結果の分析  2014/01-2015/03
成果発表    2019/04-2019/10  ->2019/10公開
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吃音のある人における発話運動制御の特性を検討する

• 吃音のある成人・吃音のない成人各17名に対して，ヘッドフォンを
通した自分の声の遅れを順応させて声の同時性判断を行う実験
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研究の着想

研究の実施

Iimura, D., Asakura, N., Sasaoka, T., Inui, T. (2019). Abnormal sensorimotor integration in adults who 
stutter: a behavioral study by adaptation of delayed auditory feedback. Frontiers in Psychology, 10, 2440. 
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結果の分析

• 条件（順応について3条件）
ごとに各水準（遅延の7水
準）で得られた反応に近似す
るシグモイド曲線を描き，心
理物理関数の平均（μ）と標
準偏差（σ）を算出

• この2つのパラメーターにつ
いて，対象者群および条件で
比較（分散分析）

吃音のある人における発話運動制御の特性を検討する

• 吃音のある成人・吃音のない成人各17名に対して，ヘッドフォンを
通した自分の声の遅れを順応させて声の同時性判断を行う実験

研究の着想

研究の実施

Iimura, D., Asakura, N., Sasaoka, T., Inui, T. (2019). Abnormal sensorimotor integration in adults who 
stutter: a behavioral study by adaptation of delayed auditory feedback. Frontiers in Psychology, 10, 2440. 
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Iimura, D., Asakura, N., Sasaoka, T., Inui, T. (2019). Abnormal sensorimotor integration in adults who 
stutter: a behavioral study by adaptation of delayed auditory feedback. Frontiers in Psychology, 10, 2440. 
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研究法：臨床研究

• 実験的研究（介入研究）
• ランダム化比較試験（RCT）

• 前後比較研究 など

• 非実験的研究（観察研究）
• 横断研究

• コホート研究

• 症例/症例集積研究 など

19



© 2023 飯村大智

症例報告

20

石田修, 飯村大智. (2021). ことばの教室に通級する重度吃音児1例に対する多面的・包括的アプローチの実践. 音声言語医学, 62(4), 334-343.
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石田修, 飯村大智. (2021). ことばの教室に通級する重度吃音児1例に対する多面的・包括的アプローチの実践. 音声言語医学, 62(4), 334-343.
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石田修, 飯村大智. (2021). ことばの教室に通級する重度吃音児1例に対する多面的・包括的アプローチの実践. 音声言語医学, 62(4), 334-343.
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研究法：二次研究
• 文献レビュー

• ナラティブレビュー

• スコーピングレビュー

• システマティックレビュー/メタ分析
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エビデンスピラミッド
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システマティックレビュー/メタ分析

24

研究の着想  2020/06-2020/06 
研究の実施 2020/07-2020/07
結果の分析  2020/07-2021/01
成果発表    2021/01-2021/11  ->2022/04公開
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吃音のある学齢児の指導のエビデンスは？

• 国内で吃音のある学齢児の指導・訓練を行っている文献を対象
としたシステマティックレビューを実施

• 1029件抽出し，

40件が分析対象と

なった

25

研究の着想

研究の実施

結果の分析

Iimura, D., Kakuta, K., Oe, T., Kobayashi, H., Sakai, N., & Miyamoto, S. (2022). Treatment for 
school-aged children who stutter: A systematic review of Japanese literature. Language, Speech, 
and Hearing Services in Schools, 53, 561-583.
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• 国内で吃音のある学齢児の指導・訓練を行っている文献を対象
としたシステマティックレビューを実施

• 1029件抽出し，40件が分析対象となった

• 文献情報などについて統合

• 吃音頻度の統合は右図

26

研究の実施

結果の分析

吃音のある学齢児の指導のエビデンスは？

研究の着想

Iimura, D., Kakuta, K., Oe, T., Kobayashi, H., Sakai, N., & Miyamoto, S. (2022). Treatment for 
school-aged children who stutter: A systematic review of Japanese literature. Language, Speech, 
and Hearing Services in Schools, 53, 561-583.
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報告ガイドライン

研究デザイン ガイドライン

無作為化比較試験 CONSORT statement 
(Consolidated Standards of Reporting Trials)

観察研究 STROBE(Strengthening the Reporting of Observation 
studies in Epidemiology statement)

症例報告 CARE guidelines (Case Report)

システマティックレ
ビュー・メタ分析

PRISMA 2020 statement (Preferred Reporting Items for 
Systematic reviews and Meta-Analyses)

スコーピングレビュー PRISMA-ScR (PRISMA Extension for Scoping Review)

27
渡邊ら(2020)日摂食嚥下リハ会誌 をもとに作成
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研究設定のポイント

• 対照（コントロール）群の設定
• 課題に影響を及ぼすと考えられる属性を統制しておくこと

• 音読速度を見たかったら・・・小さい年齢の場合は年齢は揃える必要あり

• 認知課題をするなら・・・知的水準を揃える必要あり

• 組み入れ基準・除外基準の設定
• 音読速度を見たかったら・・・小さい年齢の場合は年齢を制限する必要あり

• 認知課題をするなら・・・知的水準を一定にする必要あり

• 音声提示の実験・・・聴力を確認する

• 複雑になりすぎない計画設定
• オッカムの剃刀「ある事柄を説明するためには，必要以上に多くを仮定するべきで
ない」

28
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オッカムの剃刀

• 「ある事柄を説明するためには，必要以上に多くを仮定するべ
きでない」

• 吃音症状が増えると脳活動の異常により音読時間が延長する

↓

• 吃音症状が増えると音読時間が延長する

• cf.研究範囲を絞るための仮定は有効
• 一般化可能性（外的妥当性）を高める方法
• 「〇〇における検討」

29



© 2023 飯村大智

研究設定のポイント

• 因果関係と相関関係を混同しないこと

• 仮説検証型と探索型の違いを理解する

• 研究の限界(limitation)は？

• 吃音の診断
• 海外（アメリカ等）ではSLPの評価を以て吃音と診断できるが，日本で
はST(言語聴覚士）は医学的診断を下すことはできない

30
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p-hackingに注意

• 心理学の再現可能性

31

社会心理で 25%，認知心理で 50% ほどしか結果の再現
ができない（Open Science Collaboration, 2015）
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p-hackingに注意

• 行った条件や測定した変数の一部しか報告しない

• 参加者を少しずつ足しながら分析を行い，有意差に至ったところで止める

• 様々な共変量を用いて分析を行い，有意になった組み合わせのみを報告す
る  （Simmons et al., 2011）

→基礎研究だけでなく，臨床研究でも同様

32
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査読上での問題：出版バイアス（publication bias）

• 論文が刊行されるに際して，否定的結果（null results）が報
告されにくいという出版バイアス（publication bias）

• 研究室の引き出しにしまわれてしまい，お蔵入り問題（file 
drawer problem）を引き起こす（Rosenthal, 1979）。

→システマティックレビュー/メタ分析における統合された結果
に影響を与える（funnel plotで検証）

33
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研究協力とは

• 吃音のある人＝被験者 ではない
• 被験者 から 協力者 へ

• Subject から participant へ

• お互いに対等な関係である

• CAREガイドライン：「患者の視点」

• アンケートを依頼 →それで終わっていないですか？

34
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論文の書き方：参考になるフォーマット

• コミュニケーション障害学会 論文執筆の手引き

• http://www.jacd-web.org/pdf/ronbun_tebiki.pdf

• 日本心理学会 執筆・投稿の手引き

• https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2019/02/The-JPA-Publication-
Manual.pdf

• 引用文献の記載 特殊教育学会

• https://www.jase.jp/journal/pdf/tebiki_20180421.pdf

35

http://www.jacd-web.org/pdf/ronbun_tebiki.pdf
https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2019/02/The-JPA-Publication-Manual.pdf
https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2019/02/The-JPA-Publication-Manual.pdf
https://www.jase.jp/journal/pdf/tebiki_20180421.pdf
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投稿先の選択

• ジャーナルのscopeにあっているか

• 関連の論文は出版されているか

• IF（インパクトファクター）が投稿論文にみあったものになっているか

• 高IF雑誌は研究デザインやwritingもかなり洗練されている文献が全体
的に多い

• Scopusなどのデータベースに乗っているか

• オープンアクセスかどうか

• ハゲタカジャーナルではない

36
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コラボしていきましょう！
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飯村大智
筑波大学人間系学系B棟B203
iimura.daichi.ga@u.tsukuba.ac.jp
X（旧Twitter）： @d_iimura274
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